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１．募集の目的 

東松山市化石と自然の体験館の管理運営を効果的かつ効率的に行うため、地方自治法（昭和 22

年法律第 67 号。以下「法」という。）第 244 条の 2 第 3 項の規定に基づき、施設の管理運営に

関する業務を行う指定管理者を募集します。 

東松山市化石と自然の体験館は、屋内にいながら化石の発掘体験ができる全国的にも稀な観

光施設です。さらに、自然学習の場として、四季を通じた様々な講座も開催しています。ま

た、東松山市を内外に周知する観光拠点として、市外からの利用者が多数を占める年間を通し

て活動する施設です。  

こうした施設を常に良好な状態において管理し、最も効率的かつ効果的な運用を目指してい

ます。 

申請に当たっては、新たな視点からサービスの質の向上と管理コストの削減について柔軟に検

討し、提案していただくことを期待します。 

 

２．施設の概要 

（１）施設の名称等 

  ア 名  称  東松山市化石と自然の体験館 

  イ 所 在 地  東松山市坂東山１３番地 （別紙１ 位置図参照） 

  ウ 開設時期  平成２８年４月 

  エ 建物概要  体験館 １棟 木造平屋建 床面積 ２４９.１９㎡ 

           〇屋内内訳概要 

・屋内体験スペース        面積１３０．５０㎡ 

・観光情報コーナー・物品販売 等 面積 ４２．３２㎡ 

・展示スペース          面積 １２．５８㎡ 

・事務室             面積 ３９．２１㎡ 

・収蔵庫             面積 １２．００㎡ 

・トイレ（男・女・多目的）    面積 １２．５８㎡ 

           〇屋外・多目的スペース（コンクリート三和土）面積 ８０．２９㎡ 

  オ 施設内容  主要用途 博物館（化石発掘体験施設、情報発信施設） 

体験館敷地面積 ４，４４３．３０㎡ 

体験用岩塊山  １，７４６．６０㎡  

岩塊ストック量 ２，１１６．８２㎥（２０２５．３月末現在） 

          体験館敷地区画フェンス 敷地全周  

出入ゲート 西１箇所、南３箇所 
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（２）施設の設置目的 

    東松山市化石と自然の体験館は、化石発掘体験及び自然学習の場を提供し、市の地域資

源及び自然に親しむ機会を設けることで地域の活性化を図るとともに、化石を観光資源と

して活用し、東松山市の観光拠点となることを目的に設置したものです。 

（３）施設平面図  別紙２−１・２平面図参照 

（４）開館時間・休館日 

    開館時間：午前９時から午後５時まで 

    休 館 日：毎週月曜日(祝日の場合は翌日)、年末年始(12 月 29 日から 1 月 3日まで) 

 

３．指定期間 

令和８年４月１日～令和１３年３月３１日（５年間） 

 

４．指定管理者の業務の範囲 

指定管理者が行う業務（以下「指定管理業務」という。）の範囲は、次のとおりとします。

ただし、使用料の強制徴収、行政財産の目的外使用許可、審査請求に対する決定等、法令によ

り地方公共団体の長のみの権限とされているものは除きます。 

業務の詳細は、「東松山市化石と自然の体験館指定管理者業務仕様書（別紙３）」、「東松

山市化石と自然の体験館指定管理者業務特記仕様書（別紙４）」を参照してください。 

（１）施設の維持管理に関する業務 

ア 体験館、岩塊山、敷地内の維持管理 

イ 設備の管理 

ウ 施設補修・修繕 

（２）施設の運営に関する業務 

ア 化石発掘体験の運営 

イ 自然体験学習の企画・運営 

ウ 観光情報発信、物品販売、展示の企画・運営  

エ 利用者へのサービス 

オ 市のホームページとリンクする独自の化石と自然の体験館ホームページの開設 

カ 事故・災害対策 

キ 防犯・防火対策 

ク 不法行為等への対応 

ケ 利用の制限 

コ 拾得物・残置物の処理 

サ 利用の増進 

シ 近隣、地元自治会への配慮 

ス 保安警備 
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（３）自主事業に関する業務 

  ア  効果的な自主事業 

  イ  利用者へのサービス向上 

ウ  施設の有効利用 

エ  周辺施設の活用、施設間連携 

（４）その他市が指示する業務 

ア 各種報告書等の作成・提出 

イ  自己評価の実施 

ウ  指定期間終了に当たっての引継ぎ 

エ  定期協議 

オ 東松山市等への協力 

 

５．指定管理業務の実施に係わる基準 

指定管理者は、次に掲げる基準により、指定管理業務を行わなければなりません。 

（１）関係法令等の遵守 

   業務の遂行に当たっては、次の関連する法令等を遵守することとします。 

ア 地方自治法（昭和２２年法律第６７号） 

イ 都市公園法（昭和３１年法律第７９号） 

ウ 都市公園法施行令（昭和３１年政令第２９０号）  

エ 東松山市化石と自然の体験館条例（平成２７年条例第２３号） 

オ 東松山市化石と自然の体験館条例施行規則（平成２７年規則第４１号） 

カ 東松山市都市公園条例（昭和５２年条例第２３号） 

キ 東松山市都市公園条例施行規則（昭和５２年規則第２０号） 

ク 労働基準法（昭和２２年法律第４９号）、労働安全衛生法（昭和４７年法律第５７号）、

その他労働関係法令 

ケ その他の関係法令（施設の安全確保のための各種規制法令等） 

（２）行政手続条例の適用 

施設の利用承認等の手続きに当たり、指定管理者が行政庁となって東松山市行政手続条例

（平成９年条例第２７号）が直接適用される条項については、指定管理者は当該条項を遵守す

ることとし、同条例が直接適用されない第４章（行政指導）については、指定管理者は、その

趣旨に則り同条例に準じた取扱いをすることとします。また、不利益処分をする場合の事前手

続きに当たり、指定管理者に直接適用されない東松山市聴聞規則（平成６年規則第２６号）に

ついては、指定管理者は、その趣旨に則り同規則に準じた取扱いをすることとします。 

（３）情報公開 

指定管理者が直接業務を行うに当たり作成し、又は取得した文書で、指定管理者が管理して

いるものの公開については、東松山市情報公開条例（平成１５年条例第２８号）の趣旨に則り、
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指定管理者が別途情報公開規程等を定めることとします。 

（４）個人情報の取扱い 

個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）の規定により、指定管理業務の実

施に関して知り得た個人情報の漏えい・滅失及び毀損などの事故の防止その他の個人情報の

適正な管理のために必要な措置を講じることとします。 

（５）守秘義務 

指定管理者は、施設の管理を行うに当たり、業務上知り得た内容を第三者に漏らしたり、自

己の利益のために使用したりしてはならないこととします。指定管理期間が終了した後も同

様とします。 

（６）文書の管理・保存 

指定管理者が業務に伴い作成し、又は受領する文書等は、指定管理者が別途文書の管理に関

する規程等を定め、適正に管理・保管することとします。また、指定期間終了時に、市の指示

に従って引き渡していただきます。 

（７）日報・月報の作成及び報告 

指定管理者は、市のモニタリング実施のため、自らの管理業務の記録として、日々作成する

業務日報に基づき、毎月、月例業務報告書を作成し、市へ報告していただきます。 

（８）事業計画書及び収支計画書の提出 

次年度の事業計画書及び収支計画書について、市と調整を図ったうえで作成し、提出してい

ただきます。 

（９）事業実績報告書等の提出 

年度終了後に、基本協定書に基づき業務全般に係る事業実績報告書等を作成し、翌年度の

４月末までに提出していただきます。また、自主事業を含む全ての事業・業務についての収

支報告書を作成し、作成後速やかに提出していただきます。 

（10）指定管理業務の一括委託の禁止及び第三者への委託 

指定管理業務の実施に当たり、業務の全部を第三者に委託し、又は請け負わせることは認め

られません。ただし、あらかじめ市の承認を受けた場合には、業務の一部を第三者に委託し、

又は請け負わせることができます。なお、第三者委託をする場合は、市内業者に優先発注する

よう努めてください。 

（11）環境への配慮 

省エネルギーや省資源等に可能な限り取り組むとともに、規制を受ける環境関係法令等を

確実に遵守し環境負荷の低減に努めることとします。 

（12）公租公課 

指定管理者については、法人税、消費税及び地方消費税、法人住民税、法人事業税、固定資

産税（償却資産）等の納税義務を負う場合があります。詳細は下記の各関係機関にお問い合わ

せください。 
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税務官公署 問合せ先 所管する国税又は地方税 

税務署 本店を所管する税務署 法人税、消費税及び地方消費税 

東松山県税事務所 0493－23－8906 
法人県民税、法人事業税、 

特別法人事業税 

東松山市役所課税課 0493－23－2221(代表) 法人市民税、固定資産税 

 

 

６．管理運営に要する経費 

（１）指定管理業務に係る経費 

   次に掲げる必要な経費を計上してください。 

① 施設の運営や維持管理に要する経費 

○人件費 

○運営費(報償費、消耗品費、印刷製本費、燃料費、役務費、使用料 等) 

○施設維持管理費（保守点検費、光熱水費、修繕費、備品費、消耗品費 等） 

○その他必要とされる経費 

なお、経年劣化又は特定できない第三者の行為により生じた施設・設備の修繕・更新や備

品の購入については、次の取り扱いとします。 

ア 施設・設備の修繕・更新 

１件当たりの見積金額が５０万円までは指定管理者の責任と経費負担において実施

し、５０万円を超えるものについては、市と指定管理者が協議を行い、市が必要と認

めるものについては、市の経費負担において実施することとします。 

イ 備品の購入 

１件当たりの見積金額が１０万円までは指定管理者の費用により購入することとし、

１０万円を超えるものについては、市と指定管理者が協議を行い、市が必要と認める

ものについては、市の費用により購入することとします。 

  ② その他市から指示された業務に係る経費 

（２）指定管理料  

法第２４４条の２第８項の規定に基づき、利用者が支払う施設の使用料を指定管理者

の収入とする「利用料金制」を採用しますので、施設の運営や維持管理等に要する経費

から、利用料金収入として見込まれる額を差し引いた額を指定管理料として支払います。

ただし、提案された指定管理料は、議会の議決を経て、会計年度ごとに別途締結する協

定により確定するため、提案額が必ずしも保証されるものではありません。なお、自主

事業については、指定管理者の自主財源等をもとに指定管理者の経営努力により実施し

てください。 
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（３）指定管理料の精算 

    指定管理者が市で示した要求水準を満たしながら業務を実施する中で、利用料金収入の

増加や経費節減など、指定管理者の経営努力により生み出された剰余金については、原則

として精算による返還は求めません。ただし、その利益が管理業務と収支の状況からみて

客観的に過大と認められる場合は、施設減価償却費相当額等を、市と協議のうえで納付金

として納めていただく場合があります。また、指定期間中に使用料を変更した場合は、別

途協議します。なお、自動販売機の売上（利用者が商品を購入した金額をいう。）につい

ては、その１％以上を市に納付するものとし、収支予算書において、指定管理者が市に納

付する率を提案してください。 

また、利用料金収入の減少などにより生じた不足額については、原則として補填しませ

ん。 

（４）利用料金 

   利用料金の額は、条例で定める額の範囲内で、現行の料金を基礎として提案してください。 

（５）管理口座・区分経理 

   指定管理業務に係る経理は、団体自体の口座とは別の口座で管理してください。また、指

定管理業務に係る経理とそれ以外の業務に係る経理は、区分して整理してください。 

（６）消費税について 

 市から支払う指定管理料は、消費税の課税対象です。収支予算は、これを踏まえて作成し

てください。 
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７．市と指定管理者のリスク分担 

リスクの種類 リスクの内容 
負担者 

指定管理者 東松山市 

物価・金利変動 人件費・物品費等の物価変動や金利変動に伴う一

般的な経費増加（特別な要因を除く） 
○  

特別な要因に伴う経費増加 協議 

支払遅延 指定管理者の責めに帰すことができない理由で市

からの指定管理料の支払いが遅延し、それにより

指定管理者に費用負担が発生した場合 

 ○ 

法令等（税制度を

除く）の変更 

指定管理者自身に係る法令変更に伴う経費増加 ○  

上記以外の一般的な法令変更に伴う経費増加 協議 

税制度の変更 消費税の変更や施設の管理運営に直接影響を及ぼ

す制度変更に伴う経費増加 
 ○ 

上記以外の一般的な制度変更に伴う経費増加 ○  

議会の議決が得ら

れなかった場合 

指定管理候補者となったが、議会の議決を得られ

ず指定できなかった場合、管理運営準備のために

負担した費用 

○  

政治・行政上の理

由による事業変更 

政治、行政上の理由により、施設管理・運営業務の継

続に支障が生じた場合又は指定管理業務の変更

を余儀なくされた場合の経費及びその後の当該

事情による増加経費負担 

 ○ 

不可抗力 不可抗力（豪雨、暴風、洪水、地震、落雷等の天災

や、戦争、テロ、暴動等の人災その他市又は指定管

理者のいずれの責めにも帰すことのできない現

象） に伴う施設・設備の復旧経費及び業務履行不

能による損害 

協議 

利用者・地域住民

への対応 

指定管理業務に関する要望・苦情等への対応 ○  

上記以外に関する要望・苦情等への対応  ○ 

施設・設備の損傷 管理上の瑕疵によるもの ○  

施設・設備の設計・構造上の原因によるもの  ○ 

第三者への賠償 指定管理者及び業務の一部を再委託された者の責

めに帰すべき事由により第三者へ損害を与えた場

合 

○  

施設・設備の設計、構造上の原因により第三者へ損

害を与えた場合 
 ○ 

施設・設備の修繕・更 

新、新たな物品購

入 

経年劣化又は特定できない第三者の行為により生 

じた施設・設備の修繕・更新や備品の購入 

「６．管理運営に要す

る経費」に記載のとお

り 

各種保険 火災保険への加入  ○ 

その他指定管理業務に関わる各種保険の加入 協議  
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※表に定める事項で疑義がある場合又は表に定めのないリスクが生じた場合は、市と指定管

理者が協議を行ったうえで、リスクの分担を決定するものとします。 

 

８．事業実施状況のモニタリング 

  市は、指定管理者が行う業務の実施状況を把握し、良好な管理状況を確保するため、モニタ

リングを実施します。 

（１）利用者へのアンケート等の実施 

   利用者の利便性向上等の観点から、指定管理者はアンケート等により施設利用者の意見・

苦情等を聴取し、その結果及び業務改善への反映状況について、市に報告していただきます。 

   なお、苦情、意見等については、その対応等について業務日報等へ記録し、市へ報告して

いただきます。 

（２）帳簿書類等の提出要求 

   市の監査委員が必要と認めた場合等、指定管理者に対して帳簿書類その他の記録の提出を

求める場合があります。 

（３）モニタリング結果に基づく勧告等 

   モニタリングの結果、指定管理者の管理業務が要求水準を満たしていないと判断した場

合、市は、期日を定めて、指定管理者に管理業務の改善等必要な措置を取ることを勧告する

ことができます。 

   この期日において、なお管理業務の改善等が行われていないと市が判断する場合、市は、

期日を定めて、指定管理者に管理業務の改善の指示を行います。 

   これらを経ても、なお管理業務の改善等が行われていないと市が判断する場合、市は、指

定の取消し又は期間を定めて管理業務の全部又は一部の停止を命ずることがあります。 

 

９．申請者の資格等 

（１）申請者の資格 

  申請者は、次の条件をすべて満たす法人その他の団体（以下「団体等」という。）としま

す。個人での申請はできません。 

 ア 安定的に施設を管理運営する能力を有する団体等 

イ 施設の機能を効果的・効率的に活用することのできる団体等 

（２）欠格事項 

次のいずれかに該当する団体等は申請できません。また、申請後においても、次の事項に

該当することとなった場合は指定を受けられません。 

なお、オ～キの項目については、埼玉県警察本部に照会をすることがあります。 

ア 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に 

より、一般競争入札等の参加を制限されている団体等 

イ 東松山市の契約に係る入札参加停止等の措置要綱（平成２８年４月１日制 
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定）による入札参加停止の措置を受けている団体等 

ウ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続開始の申立て、 

又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続開始の 

申立てがなされている団体等 

エ 国税・地方税を滞納している団体等 

オ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号） 

第２条第２号に規定する暴力団 

カ 暴力団又はその構成員（暴力団の構成団体の構成員を含む。）若しくは 

  暴力団の構成員でなくなった日から５年を経過していない者（以下「暴力団の構成 

員等」という。）の統制の下にある団体等 

キ 代表者等（役員（非常勤を含む。）及び経営に事実上参加している者をいう。） 

が暴力団の構成員等である団体等 

（３）グループで申請する場合の留意事項 

グループで申請する場合は、次の事項に留意してください。 

ア グループの名称及び代表者を定めて、「グループの協定書又はこれに準 

ずる書類」を提出してください。 

イ 単独で申請した法人又は団体は、グループ申請の構成員になることはでき 

ません。 

ウ 複数のグループにおいて、同時に構成員になることはできません。 

エ グループの構成員のいずれかが、上記（２）の欠格事項に該当する場合は 

申請できません。また、申請後において、上記（２）アからキまでのいずれかに 

該当する場合には指定を受けられません。 

 

10．施設見学会の開催 

申請方法、提出書類及び指定管理業務等に関する説明会及び施設の見学会を下記日程で開催しま

す。参加者は１団体等につき2名以内とします。 

参加される場合は、団体等の名称・参加人数・参加希望日時（第一希望から第三希望まで）

を下記の説明会開催前の 8 月 12 日（火）までに電子メールにより指定様式 6 にて東松山市商

工観光課までご連絡ください。参加いただく日時は 8月 14 日（木）までに連絡します。なお、

施設見学会での質問には応じられません。 

   日 程：令和 7年 8 月 19 日（火）から 8月 21 日（木） 

時 間：①午前 9時 10 分から午前 10 時 30 分 

②午前 11 時 00 分から午後 12時 20 分 

③午後 2時 00 分から午後 3時 20 分 

   場 所：東松山市化石と自然の体験館 
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11．質問の受付及び回答 

募集要項の内容等に関する質問は、次のとおり受け付けます。 

提出期限：令和 7年 8月 29 日（金）午後 5時まで 

提出方法：電子メールにより質問書を提出してください。その他の方法による質問は受付

けません。 

回答方法：回答は、原則として、9月 3 日（水）までに東松山市ホームページに掲載しま

す。（質問者名は公表しません。）なお、質問内容によっては回答までに期間

を要する場合や、内容を要約して掲載する場合もありますので、あらかじめご

了承ください。 

  ＜提出先＞東松山市商工観光課 

メールアドレス：SHOKOKANKOKA@city.higashimatsuyama.lg.jp 

 

12．申請書類の提出等 

（１）申請書類 

   申請に当たっては、下記の書類を提出してください。 

   なお、市が必要と認める場合は、追加資料の提出を求めることがあります。 

   

  ア 指定管理者指定申請書 

  イ 事業計画書 

  ウ 収支予算書（指定管理を行う各年度分） 

  エ 団体等の概要書 

  オ 定款、寄附行為、規約又はこれらに準ずる書類 

カ （法人の場合）登記事項証明書 

キ 役員名簿（氏名・住所・生年月日を記載すること） 

ク 事業報告書、損益計算書、貸借対照表、財産目録又はこれらに準ずる団体の財務状況が

分かる書類（直近３年分） 

ケ 国税の納税証明書（その３の３） 

コ 申請者の所在地における地方税（法人住民税・法人事業税）の納税証明書（各直近３年

分）ただし、納税証明書が「未納の税額がないこと」を証明する場合は、 

令和７年７月２８日以後に発行されたものとする。 

サ （グループ申請の場合）グループ構成団体一覧表 

シ （グループ申請の場合）グループの協定書又はこれに準ずる書類 

ス （グループ申請の場合）申請手続等に関する委任状 

セ 誓約書 

◎ア～セの順に書類をファイルに綴じること。 

mailto:SHOKOKANKOKA@city.higashimatsuyama.lg.jp
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（２）提出方法及び提出先 

ア 持参の場合 

令和７年９月８日（月）から令和７年９月１９日（金）までの午前９時から午後５時ま

で（ただし、正午から午後１時まで、土曜日、日曜日及び祝日を除く。） 

イ 郵送の場合 

原則として書留とし、令和７年９月１９日（金）午後５時必着とします。 

 

＜提出先＞ 

〒３５５－８６０１ 

埼玉県東松山市松葉町一丁目１番５８号 

東松山市政策財政部契約検査課 

電話 ０４９３－２１－１４４５ 

 

 

（３）留意事項 

ア 提出期限後に提出された申請書は受付けません。 

イ 提出書類の追加、再提出、差替え、内容変更は、原則として認めません。 

ウ 提出書類は理由の如何に関わらず返却しません。 

エ 申請に要する経費は、申請者の負担とします。 

オ 申請書類等の著作権は、申請者に帰属します。ただし、市は、指定管理者の決定の公表

等必要な場合には、申請書類の内容を無償で利用できるものとします。 

  カ 申請書類提出後に応募を辞退する場合は、辞退届（様式は任意）を提出してください。 

  キ 申請書類の提出部数は、正本１部、副本１５部（副本は複写可）計１６部とします。 

 

 

13．選定方法等について 

（１）選定手続き 

東松山市指定管理者調査委員会において、申請書等の書類審査、申請者によるプレゼン

テーションを実施し、その後、東松山市指定管理者選定委員会において指定管理者候補者

を決定します。プレゼンテーションの日程は令和７年１０月２日（木）とし時間及び場所等

については別途通知します。 

なお、審査の点数が１００点満点中６０点に満たない場合、申請者の資格を満たさない

ことが判明した場合、申請書類に虚偽記載があった場合及び所定の申請書類がすべて整っ

ていない場合は、失格とします。 

申請者が提出した収支予算書の額と市の想定額が著しく乖離している場合は、失格とす

ることがあります。 
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また、指定管理者候補者が正式に指定管理者として指定されるまでの間に、指定管理者

候補者に事故等があった場合は、選定されなかった申請者のうちから新たに指定管理者候

補者を選定する場合があります。 

（２）選定基準 

   指定管理者の選定基準は次のとおりです。 

 ア 利用者の平等な施設の利用を確保できること。 

  イ 関係する法令、条例及び規則等を遵守し、適正に管理運営を行うことができること。 

  ウ 施設設置の目的を効果的に達成し、効率的な管理運営を行うことができること。 

  エ 施設の維持管理を適切に行うことができること。 

オ 指定管理業務を安定して行う経営基盤を有していること。 

  カ 指定管理業務を通じて取得した個人に関する情報の適正な取扱いを確保することがで

きること。 

（３）審査基準 

   審査については、次の項目に基づき行います。 
 

審査項目 審査のポイント 

Ⅰ 基本方針について 

 1 管理運営に対する基本方針、

理念 

施設の管理運営に対する基本方針や理念が、市

の方針に沿ったものになっているか。 

2 施設の目的及び役割の理解 施設の設置目的や役割を理解し、それに沿った

基本方針になっているか。 

3 施設の現状及び課題の分析 施設の現状を分析し、課題を理解できている

か。 

Ⅱ 管理運営計画について 

 ⅰ）施設維持管理業務 

1 施設維持管理計画 施設が良好な状態を保てるよう適正な施設維

持管理計画を立てているか。 

2 修繕計画 計画的な修繕を予定しているか。 

ⅱ）施設運営業務 

1 利用者の平等な利用の確保 利用者の平等な利用を確保する措置が講じら

れているか。 

2 利用者の満足度の把握 利用者の声を聴いたり、満足度を測ったりする

方法が用意されているか。 

3 要望等への対応 要望・苦情に対応する方法や体制が明確になっ

ているか。 

4 サービスの向上に関する提案 予約方法、キャッシュレスへの対応、利用者及

び市内外への観光情報の提供等、市の観光拠点

施設としてのサービス向上につながる施設運

営提案がなされているか。 
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5 周辺施設を活用した自主事業

及び施設間連携した自主事業

の提案 

地域の活性化や観光促進を目的とした自主事

業の提案において、周辺施設を効果的に活用し

た自主事業や、複数の施設間で連携した自主事

業の提案がなされているか。 

ⅲ）自主事業 

1 展示やワークショップ等の効

果的な自主事業の提案 

市の地域資源及び自然に親しむ機会を設ける

ことで地域の活性化を図るとともに、化石を観

光資源として活用するための具体的な自主事

業の提案がなされているか。 

2 サービスの向上に対する貢献 指定事業（化石発掘体験及び自然体験学習）利

用者のサービス向上につながる提案がなされ

ているか。 

3 施設の有効利用 施設の有効利用に資する自主事業の提案とな

っているか。 

Ⅲ 運営体制・組織について 

 ⅰ）職員体制 

1 職員の適正配置 適正な管理運営を行うために合理的な人員が

配置されているか。また、必要な資格や経験年

数等は満たしているか。 

2 人材育成 研修等、職員に対するスキルアップの方策が講

じられているか。 

3 適正な就業条件、雇用形態 職員の就業条件や雇用形態は適正か。 

ⅱ）業務実施体制 

1 適切な業務委託 業務の一部を第三者に再委託する場合、その方

法や内容は適切か。また、効率的な委託となっ

ているか。 

2 市内事業者の活用 業務の一部を第三者に再委託する場合、市内事

業者を優先的に活用する予定はあるか。 

3 地域との連携 地域住民や他の団体、地元の学術団体等と連携

し効果的に事業を実施する体制があるか。 

ⅲ）安全管理・危機管理 

1 利用者の安全・防犯対策 利用者の安全や防犯に対する対策は講じられ

ているか。 

2 業務マニュアルの整備 常に業務が円滑に進むようマニュアル等は整

備されているか、若しくは今後整備する予定は

あるか。 

3 職員への周知・教育 業務内容等を職員へ周知し、教育する措置は講

じられているか。 

4 緊急時の危機管理体制 事故や災害等、緊急時の危機管理体制は整備さ

れているか。 
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 ⅳ）情報公開・個人情報・文書管理 

1 情報公開 情報公開に対する適切な措置が図られている

か。 

2 個人情報保護 個人情報の保護に対する適切な措置が図られ

ているか。 

3 文書管理 文書の管理・保存に対する適切な措置が図られ

ているか。 

Ⅳ 履行の確実性について 

 ⅰ）履行実績・財務状況 

1 履行実績 過去の同様施設における管理運営経験、利用者

満足度、自主事業の内容等を総合的に評価 

2 経営の安定性 財務諸表等から経営の安定性を総合的に評価 

ⅱ）経理関係 

1 収支計画 収支計画は適正と認められるか。 

（自動販売機売上等の収益還元方法について

の取扱い含む。） 

2 経費縮減 無理なく経費の縮減を図っているか。 

3 経理上の問題への対応 予定以上の経費を要した場合等、経理上の問題

が発生した場合の対応策は講じているか。 

Ⅴ 提案金額 

 提案金額 提案金額の多寡について 

Ⅵ その他 

 1 その他特筆すべき点 評価項目以外で特に優れた点があるか。 

2 プレゼンテーション プレゼンテーションは適切に行われたか。 

 

（４）選定結果の通知について 

   すべての申請者に対して、令和７年１１月下旬までに通知する予定です。 

 

14．候補者選定後の手続き等 

（１）仮基本協定の締結 

指定管理者候補者の決定の後、指定管理者候補者と市において、施設の管理運営業務に

関する包括的な事項を定めた仮基本協定を締結します。 

（２）指定管理者の指定及び選定結果の公表 

令和７年東松山市議会１２月定例会による議決を経て、東松山市長が文書で指定します。

また、指定後は、速やかに指定団体の名称等を告示するとともに、選定結果を市ホームペー

ジで公表します。 
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（３）引継ぎ及び準備行為の実施 

指定管理者は、市と協議し、指定期間の始期から円滑に指定管理業務が実施できるよう

に、前管理者から事務を引き継ぎ、必要な準備行為を行うものとします。また、市の開催す

る研修及び会議に職員を参加させることとします。 

（４）その他 

指定管理者が、仮基本協定の締結までに次に掲げる事項に該当するときは、その指定を

取り消し、協定を締結しないことがあります。 

ア 指定管理者の経営状況の急激な悪化等により、指定管理業務の履行が確実でないと認

められるとき。 

イ 著しく社会的信用を損なう等により、指定管理者として業務を行うことについてふさ

わしくないと認められるとき。 

ウ 協定書に規定する指定の取消し事由に該当すると認められるとき。 

エ 申請や審査過程その他において不正な行為があったと認められるとき。 

 

 

15．問合せ先 

〒３５５－８６０１ 

埼玉県東松山市松葉町一丁目１番５８号 

東松山市環境産業部商工観光課 

電 話 ０４９３－２１－１４２７ 

  ＦＡＸ ０４９３－２３－７７００ 
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◆添付資料 

 

●参考資料 

（１）別紙１   位置図 

（２）別紙２   平面図 

別紙２－１ 体験館 敷地平面図 

       別紙２－２ 体験館 施設平面図 

（３）別紙３   東松山市化石と自然の体験館指定管理者業務仕様書 

（４）別紙４   東松山市化石と自然の体験館指定管理者業務特記仕様書 

（５）別紙５   R7 東松山市化石と自然の体験館清掃業務仕様書 

（６）別紙６   R7 東松山市化石と自然の体験館消防設備保守点検業務仕様書 

（７）別紙７   R7 東松山市化石と自然の体験館冷暖房機器保守点検業務仕様書 

（８）別紙８   R7 東松山市化石と自然の体験館空気環境測定業務仕様書 

（９）別紙９   第三者委託業務、賃貸借契約等 

（１０）別紙１０ 令和３年度～令和６年度 収支 

（１１）別紙１１ 市内外内訳入り体験者数実績【平成２８年度から令和６年度】 

（１２）別紙１２ 化石と自然の体験館 販売物品一覧 

（１３）別紙１３ １年の流れ 

別紙１３－１ 令和４年度 

別紙１３－２ 令和５年度 

別紙１３－３ 令和６年度 

（１４）別紙１４ 備品一覧 
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東松山市化石と自然の体験館指定管理者業務仕様書 

 

１．趣旨 

東松山市化石と自然の体験館の指定管理者が行う業務の内容及び履行方法等は、この仕

様書（別紙３）及び特記仕様書（別紙４）によるものとする。 

 

２．業務内容 

東松山市化石と自然の体験館における指定管理者が行う業務は、以下のとおりとする。 

（１）施設の維持管理に関する業務 

ア 体験館・岩塊山・敷地内等の維持管理 

都市公園内にある施設・体験館が持つ環境保全、防災、景観形成等の機能を最大限発

揮するために、施設の保全を図る業務を行う。 

１）清掃 

①施設 

・施設内の清掃は、床の泥・砂の回収処分、木部の土埃の堆積、壁面の手跡・靴跡、

手洗場などの拭き掃除、また排水溝、集水桝、側溝の堆積物の浚渫及び処分など、

その場所に応じて行うこと。なお、当該処理費用が発生する場合は指定管理料に含

まれるものとする。 

・清掃の見落としの無いように指定管理者の責任において適正に行うこと。 

②トイレ 

・施設内のトイレの便器、手洗器、床、壁、設置機器等の汚れを落とし、臭気の残ら

ないように清掃すること。 

・軽微な管詰まり等は取除くこと。 

・用具入れは、常に整理整頓をすること。 

・トイレットペーパー・便座除菌クリーナー・手洗い石鹸等の消耗品について、補充

の必要がないか確認を行い、適宜補充を行うこと。消耗品経費については指定管理

料に含まれるものとする。 

２）植栽管理 

① 植栽管理 

 ・施設前の植栽地及び西側の植栽地については、常に美観を意識し管理すること。前

庭に敷き込みをしている緑色凝灰岩の円礫を主とした礫類は、入館者にも提供して

いるものであるので、適時補充し備えること。除草に当たって除草剤は使用しない

こと。 

② 除草 

・観光施設であることを鑑み、年間を通して施設周辺及び岩塊山保護シート上及び周

辺（防草シート上含む）、敷地境界・フェンス沿い等など適正な除草を行うこと。

部分的にも目立った草等は速やかに除草すること。 

・除草作業に当たっては、体験館装備品（草刈機・除草剤噴霧器等）を使用しての作
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業を併用することを可とする。なお、道路側のフェンス沿の除草に当たっては、通

行する車両等への飛散防止に注意すること。除草剤は、非農地用除草剤を薬ラベル

に記載されている使用方法（使用回数、使用量、使用濃度等）、使用上の注意事項

を守って使用し、安全散布を心がけ、空き瓶、残液の処理についても法令に従い処

理すること。なお、当該処理費は、指定管理料に含むものとする。 

・樹木、フェンスなどを損傷しないように注意すること。 

・施設、樹木、フェンスなどにからんでいるツルも除草の対象とする。 

・除草した雑草はできるだけ集草し、適切に処分できる処分場に運搬して処理するこ

と。なお、当該処理費は、指定管理料に含むものとする。 

③ 防除等 

ⅰ．病害虫防除 

・受注者は、病害虫の発生、又は兆候が見られた際には、市に報告するとともに、被害

状況や原因を特定し、状況に応じた適切な駆除を行うこと。 

ⅱ．害鳥・ムカデ・ハチ等駆除 

・鳥類・虫類が、利用者に害を及ぼす、あるいは支障をきたす等の事例が生じた場

合、市に報告するとともに、速やかにその駆除を行うこと。なお、駆除とは捕捉に

限らず、巣を撤去して追い払う、巣ごと移設する等のその時々の状況で判断するも

のとする。 

・ムカデについては、その危険性から殺虫処理とし、速やかに対応すること。なお、

当該処理料については、指定管理料に含むものとする。 

・スズメバチについては、その危険性から速やかに巣ごと殺虫処理を行うこと。な

お、当該処理料については、指定管理料に含むものとする。 

３）その他 

・指定管理者は、管理施設について、状況を確認すること。また、異常を発見した場合

は、遅滞なく市に報告するとともに、協議を行い修繕等できるものについては即応す

ること。 

・市への報告に当たって、電話にて早期報告し、遅滞なく、場所や規模が分かる地図や

写真（遠景・近景）を提出すること。 

 

イ 設備の管理 

・指定管理者は、設備を常に最良の状態に維持し、施設利用者が快適に施設を利用でき

る良質な環境を提供すること。業務に当たっては、確実性、安全性及び経済性を配慮

すること。 

・設備に故障が生じた場合、迅速に復旧すること。また、重大な故障や事故がおきた場

合は、被害拡大防止に努め、応急対応し、速やかに市に報告すること。 

・定期点検・保守、運転・監視及び日常点検・保守の点検項目や内容については、建築

保全業務共通仕様書（最新版）による。 

・保守点検及び修繕に関する記録を作成し、市に報告すること。 

・指定管理者は、指定管理業務について第三者委託する場合は、市内経済活性化への配
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慮のため、地元企業を積極的に活用すること。なお、第三者への委託を発注する場合

は、あらかじめ市の承諾を得なければならない。 

 

ウ 施設補修・修繕 

・施設が破損していた場合、速やかに市に連絡するとともに、１件当たり見積金額（税

別）５０万円未満の施設補修修繕（破損故障した施設や設備、物品を現状に復旧する

行為）については指定管理者が行うこと。 

・指定管理者は、指定管理業務について第三者委託する場合は、市内経済活性化への配

慮のため、地元企業を積極的に活用すること。なお、第三者への委託若しくは工事を

発注する場合は、あらかじめ市の承諾を得なければならない。 

 

（２）施設の運営に関する業務 

ア 化石発掘体験の運営 

   ○化石発掘体験の体験料（使用料）の設定 

    ・体験料の額は、条例で定める範囲内で、現行の料金を基礎として設定すること。 

   ○化石発掘体験の進行・管理運営 

    ・化石発掘体験に当たっての運営は、利用者が安全にかつ、満足感が得られるよう

運営すること。 

   ○体験用保管岩塊の適切な管理  

    ・限りある市財産である岩塊を適切に管理し、年間の使用量、経年の使用量を常に

把握すること。 

＊参考（フルイ発掘での使用量 １人最高 0.02 立米） 

令和４年度―190.79 ㎥ 

令和５年度―205.42 ㎥ 

令和６年度―204.31 ㎥ 

   ○地質、化石等に関する専門性を有した講師を確保すること。 

   ○貴重化石を収蔵し保管すること。 

    ・発掘体験中等で産出した化石のうち、市のあらかじめ定めた基準に照らし貴重化

石と判断されるものは、一時的に収蔵・保管し、市に報告し市の判断、指示を受

けること。 

イ 自然体験学習の企画・運営 

 ○自然体験学習の参加料の設定 

    ・参加料の額は、講師費用・材料費・諸経費等を基礎として設定すること。 

   ○自然体験学習の企画・進行・運営・管理 

    ・自然体験学習に当たっての運営は（別紙４特記仕様書）により企画・運営するこ

と。 

  ウ 観光情報発信、物品販売、展示の企画、運営  

   ○体験館周辺及び広域にわたる観光情報、施設情報を適時提供し、合わせて互いの連

携に努めること。 
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   ○体験館オリジナルグッズについては、現行のグッズを追加製作する場合には物品

製作仕様書に基づき任意の業者にて製作し指定管理者が販売するものとする。ま

た新たなオリジナルグッズを製作する場合は、予め市に製作仕様書を提出し、市の

承諾を受けてから行うこと。なお、製作した業者については、照会に応じる。 

   ○体験館の展示に当たっては、市の監修を受けて行うこと。 

 エ  利用者へのサービス 

・体験館利用者が快適に利用できるよう、体験館の適正な管理運営に努めること。 

・当体験館が指定管理者により管理運営されていることを示すため、指定管理者

名、連絡先について、あらかじめ市との協議により、体験館内の見やすいところ

に表示すること。また、所管部局名変更の際は速やかに変更すること。 

・身体障害者が利用する場合において、障害の程度に応じた受け入れを行い、介助

者同伴の補助、体験・講座への参加についてのサポートをすること。 

オ 市のホームページとリンクする独自の化石と自然の体験館ホームページの開設 

・市のホームページから発掘体験などの予約及びキャンセル待ちが可能なように独

自のホームページを開設し、インターネット予約に対応すること。 

・利用者の集客、サービス向上、観光振興などに繋がるよう、化石と自然の体験館

からの多種多様な情報発信に務めること。 

カ 事故・災害対策 

１）事故・災害の防止 

・体験館内での事故防止・迷惑行為等防止のため、体験館施設の使用状況を適宜把握

し、必要に応じて利用者へ注意・指導を行う等適正な施設管理に努めること。 

・事故や災害が発生した場合に備え、あらかじめ危機管理マニュアルや非常時連絡表 

を定め、必要な機器を用意すること。 

２）発災時・事故発生時の対応 

・事故が発生した場合は、迅速かつ的確に情報を伝達するとともに、利用者の安全

確保に努め、必要に応じ避難誘導を行うこと。被害者が出た場合には、その救済・

保護などの応急措置を講じ、併せて市へ報告すること。 

・重大な事故については直ちに被害拡大防止措置を講じ、併せて市に報告し、その

指示に従うこと。また、速やかに報告書を提出すること。 

・指定管理者の責に帰すべき事由により、市又は第三者に損害を与えた場合は、指定

管理者がその損害を賠償すること。 

・風水害や土砂崩れ等が発生又は発生が予測される場合、状況に応じ体制を構築する

こと。 

・荒天が予想される場合は、事前に施設周辺・岩塊山の確認、装備品等の固定・収

納を行い、また、必要な措置を講じること。 

・荒天後は体験館敷地内を巡視し、被害の有無に係わらず、点検結果を速やかに市に

報告すること。被害が確認された場合は、報告とともに二次被害を引き起こさぬよ

う措置を講じること。 

キ 防犯・防火対策 
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・体験館出入口等、施錠・開錠の必要な箇所の点検・確認及び鍵の適正な管理を行う

こと。既存警備機器を利用した警備を行う際には、警備契約を締結すること。あら

かじめ警察など関係機関と連携して適正な防犯対策を講じるものとする。 

・退館時には火気の始末、電気機器の管理に留意すること。 

・防火管理者を選任し、消防計画書を作成し、消防署に提出するとともに、計画書の 

写しを市に提出すること。 

・施設周辺等で不審者及び不審物を発見した際は早急に市に報告し対策を講じるこ

と。 

ク 不法行為等への対応 

・必要に応じ、体験館敷地内の巡視を行うとともに、体験館敷地内での犯罪発生阻止

に努めること。 

・体験館敷地の外周の境界杭や不法占用の有無などの状況を把握し、異常があった場

合は随時、市に報告し、適切に対処すること。 

・体験館利用者が原因で、体験館外で苦情等が発生した場合、必要に応じて体験館利

用者へ指導を行うなど適正な措置を講じるものとする。 

ケ 利用の制限 

・東松山市化石と自然の体験館条例第６条に基づく権限は、指定管理者が行うものと

すること。 

コ 拾得物・残置物の処理 

・館内の拾得物は、拾得物台帳を作成し記録するとともに一時的に保管し所有者の申

出を待ち、所有者からの申出がない場合、原則として所轄の警察署に届けること。 

サ 利用の増進 

・体験館の場所や体験館の紹介、利用方法の周知、体験館での化石発掘体験などへの

参加勧誘、市内利用の増加、観光施設としての周知について、パンフレットやホー

ムページ、マスコミなどの媒体、旅行業者などへのPR等を行うこと。 

シ 近隣、地元自治会への配慮 

・通年において、体験館での運営により住民からの苦情の要因となりうるもの（音・振

動）については、あらかじめ事前の周知を徹底し、承諾の上、事前説明と相違なく実

施すること。また苦情に対しては誠意をもって対応すること。 

ス 保守警備 

 ・通年において、体験館の利用者の安全を確保し適正な運営のために、施設の保安・保

守警備を行うこと。  

セ その他 

１）光熱水費等の取扱い 

・管理運営上必要となる上下水道使用料及び電気・電話料金は、全て指定管理者の負担

とする。 

２）装備品（備品扱）の取扱い（参考資料 「別紙１５備品一覧」参照） 

・貸与した装備品（備品扱）が磨耗、損傷等により使用不可能となった場合は、１件当

たり１０万円を上限に指定管理者が管理経費で同等品を購入し更新するものとし、当
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該装備品の所有権は市に帰属するものとする。装備品を更新した場合は市に報告する

こと。なお、上限を超える装備品が必要な場合は、市と協議すること。 

・委託業務契約、賃貸借契約、保守契約、保険契約等については、継続して契約するこ

と。（参考資料 「別紙９ 第三者委託業務、賃貸借契約等」参照） 

 

（３） 自主事業 

ア  指定管理者は、体験館の目的を達成するため効果的な自主事業を実施するものとす

る。 

イ  指定管理者は、体験館を拠点に周辺施設・観光資源の活用、施設連携に効果的な自

主事業を実施するものとする。 

ウ  自主事業の企画に当たっては、体験館本来の設置目的、機能を損なわないよう注意

の上立案すること。原則として年度毎に提出する年度実施計画書に概要を記載し、市

の承諾を得て、実施しなければならない。事業計画において提案された自主事業であ

っても、内容によっては実施できない、又は内容の一部変更等を求める場合がある。 

 

（４） その他の業務 

ア  各種報告書等の作成・提出 

１）基本計画書、年度実施計画書及び自主事業実施計画書の提出 

・指定管理者は、公募時に提出した事業計画書を元に、市と協議のうえ、指定管理を

開始する前に、指定管理の基本方針・管理運営業務や自主事業内容等を記載した基

本計画書を作成し、提出すること。 

・指定管理者は、年度毎に市と協議のうえ、年度開始前に、その年度の管理方針・管

理運営業務や自主事業内容等を記載した年度実施計画書を作成し、提出すること。 

・指定管理者は、市と協議のうえ、自主事業開催前に自主事業実施計画書を作成し、

提出すること。 

２）事業報告書及び月報の作成・提出 

・指定管理者は、施設の維持管理業務と運営に関する業務の状況について報告書を作

成し、市に提出すること。 

３）提出書類 

・指定管理者が市に提出する報告書は次のとおりとすること。なお、報告書に状況等

が把握できる写真等の添付は必須であること。また報告書の様式と内容について

は、別途指定管理者に示す。 

① 緊急修繕報告（日報） （提出期限は翌営業日まで） 

現場状況、修繕内容を記載 

② 市との打合せ（協議）記録 （提出期限は１０日以内） 

協議内容及び結果を記載 

③ 業務報告書（月報） （提出期限は翌月１５日まで）年度最終月は月末まで 

第三者委託の毎月及び業務完了毎の業務報告書の写し、体験館の維持管理業務報告

案件一覧、体験館利用収入報告（化石発掘・自然体験学習講座、物品販売、ポイン
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トカード管理等）、体験館利用状況報告（入館者数・事業参加者数等）、化石等種

別毎の発見数、岩塊使用量累計報告、苦情対応状況報告（件数、内容等）、施設等

維持管理修繕業務報告（場所、修繕内容、金額、施工者）、設備保守管理報告書な

ど 

イ 自己評価の実施 

・指定管理者は、定期的に自己評価を実施し、その結果を管理運営業務に反映させる

とともに、その内容を市へ報告すること。 

ウ 指定期間終了に当たっての引継ぎ 

・指定期間の終了もしくは指定の取り消しにより次期指定管理者に業務を引継ぐ場合

は、次期指定管理者が円滑に業務を遂行できるようにしなければならない。 

エ 定期協議 

・指定管理者は、体験館を適切に管理するため、市と月に１回以上の協議を行うこ

と。 

オ 東松山市等への協力 

・市より体験館の現状や管理運営に関する調査等があった場合には、迅速かつ積極的

に協力を行うこと。 

・その他体験館を使用し、市が実施又は要請する事業（体験館を利用した視察、イベ

ントの実施、体験館への取材）があった場合には、管理運営に支障が生ずる場合を

除き、積極的に参加・協力を行うこと。 

・広域にわたる様々な施設・団体のポスター掲示、パンフレット類の配架、イベント

情報等の提供など積極的に協力すること。 

 

３ 協議 

指定管理者はこの仕様書に規定するもののほか、指定管理者の業務の内容及び処理につ

いて疑義が生じた場合は市と協議して決定する。 
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東松山市化石と自然の体験館指定管理者業務特記仕様書 

 

１．趣旨 

東松山市化石と自然の体験館の指定管理者が行う化石発掘体験、自然体験学習の運営業

務の内容及び履行方法等は、この特記仕様書によるものとする。 

 

２．業務内容 

東松山市化石と自然の体験館での体験者・参加者に、快適で円滑な化石発掘体験、自然体

験学習の提供を図る業務を行う。 

 

（１） 化石発掘体験の運営に関する業務 

① 化石発掘体験時間５０分を確保した化石発掘プログラムの実施 

② 上記の業務達成のため、地質、化石等の専門性を有し、化石等の同定ができる講師

を充分に確保すること。 

＊参考（長期休暇以外の現行の人員体制） 平日対応  ２～３名程度 

                    土日祝対応 ５～６名程度 

③ 化石発掘に当たっての留意事項 

・安全な化石発掘のための注意事項の説明 

・化石発掘に当たっての正確な知識の提供及び提供時間の確保 

・テキスト（現行『東松山の化石図鑑』）の提供（体験参加料に含む） 

・発見化石のその場での同定、解説の実施 

・貴重化石の収蔵 

・発掘化石保管の手法と重要性の説明 

④ その他 

・フルイ発掘に使用する岩塊の使用制限 利用者１人約２０Ｌ（0.02 立米）まで 

・ポイントカードの実施とポイントの付与、オリジナルグッズとの引換 

・市のホームページからリンクがされた予約システムの構築 

・ホームページを使った化石発掘体験のＰＲ、発見化石などの情報発信 

・体験参加者の事故発生に備えること。 

 

（２） 自然体験学習の運営に関する業務 

 ア  企画・運営 

  １）体験館が所在する坂東山地区、葛袋地区、東松山市などを取り巻く自然環境を

フィールドと素材として、四季を感じられる自然体験学習を企画すること。 

２） 年間を通じて、８回以上を企画し、開催すること。 

３） 講座内容に応じ適切な講師を選任・依頼し、詳細な調整をしたうえで開催する

こと。 

４） 自然体験学習参加者の事故発生に備えること。 
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５） 業務の内容を記した報告書を作成し、提出すること。 

  イ  その他 

１）市のホームページからリンクがされた予約システムの構築 

２）ホームページ等を使った自然体験学習のＰＲ及び情報発信 

 

（３）観光情報発信・物品販売に関する業務 

ア 周辺観光情報の収集と利用者への情報提供や案内、ホームページ等での情報発信 

イ 販売・企画 

１） 体験館オリジナルグッズ等の販売 

２） オリジナルグッズの企画、製作、販売 

３） 入館者も対象にしたワークショップ等の開催 （参考：現行、概ね月１回程度

自然体験学習や化石レプリカ色塗り、アクアボトル製作教室等を開催） 

４） ホームページ等からの通信販売の実施（参考：現行『埼玉県東松山市の地質』

を通信販売） 

 

（４）市の監修を受けた上で実施する業務  

ア 貴重化石 

１） 発掘体験中等で産出した化石等のうち、市の定めた基準に照らし、貴重化石と

判断されるものは、一時的に収蔵・保管し、市に報告し市の判断、指示を受け

ること。 

２） 収蔵後の貴重化石の取扱については、市の指示を受けること。（整理、貸出等） 

  イ 展示 

１） 通年、収蔵・保管している化石等を使った展示（解説パネル含む）には、市の

監修、指導を受けて実施すること。 

２） 通年、市内の観光施設、観光スポットなどを紹介するパネル展示等を行う。 

  

（５）自主事業の運営に関する業務 

  ア 企画・運営 

１） 体験館の目的を達成するため効果的な自主事業を実施する。 

また、体験館を拠点に周辺施設（第２公園、坂東山緑地など）・観光資源（まな

びのみちなど）の活用、施設連携（ぼたん園、こども動物自然公園、平和資料

館、森林公園など）に効果的な自主事業を実施する。 

自主事業の企画に当たっては、体験館本来の設置目的、機能を損なわないよう注

意し、立案すること。 

  ２）参加料は、人件費、材料費、諸経費を基礎として算出すること。 

  ３）参加者の事故発生に備えること。 

４）業務の内容を期した報告書を作成し、提出すること。 
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３．業務内容 

・東松山市化石と自然の体験館での多様な業務を鑑み、適切かつ適当な人材の確保に努

めること。 

参考：現行 館長１名（常勤・学芸員） 

指導員２名（臨時・各９日/月・専門知識を有するもの） 

主任２名（常勤・類似施設運営４年以上） 

      運営担当７名（臨時・類似施設運営経験） 

臨時的講師４名 

・人材の確保に当たっては、それぞれの職掌に合致した待遇を、労働基準法及び関係法

令に準じ、保障すること。また、事故発生に備えること。 

・これまで体験館の活動に参加しているボランティアの受入れは、地域に根ざした体験

館であり市民参加を広く取り込む点から、新規応募者、継続申出者を常に受け入れな

がら運営を行うこと。なお、謝礼については、現行では午前・午後半日の場合 500

円、１日の場合 1,000 円としており、これを基礎に算出すること。 

・活動参加者の事故発生に備えること。 
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③ 業務報告書類 

・清掃業務報告書 

・トイレットペーパー使用数量表（月毎） 

・業務記録写真 

④ 業務完了通知書 

⑤ その他発注者が指示する書類 

 

６．緊急対応 

委託する業務の範囲において、発注者からの緊急連絡があった場合は、直ちに現地に急

行し、適切な措置を講ずること。 

 

７．その他 

１）環境に配慮し、業務を遂行すること。 

２）エネルギー使用の合理化に関する法律（昭和５４年法律第４９号）、地球温暖化対策の

推進に関する法律（平成１０年法律第１１７号）及び埼玉県地球温暖化対策推進条例（平

成２１年埼玉県条例第９号）に基づく規制の遵守に協力すること。 

３）業務実施上、必要な資機材（トイレットペーパー、石鹸液、ごみ袋、清掃用資機材等）

は全て受注者の負担とする（使用数量を毎月報告すること）。 

４）勤務予定表は、勤務月の前月末までに提出すること。 

５）毎月、翌月１０日までに作業報告書を提出すること。 

６）その他、業務上必要な事項が生じた場合は、別途協議する。 
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令和７年４月１日〜令和８年３月３１日
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別表２ 清掃作業基準表（定期）６回／年 

作業場所 作業内容 数量等 回数 

トイレ及び手洗場 

床面・手洗器清掃及び尿石除去等含む 13.9㎡ 6回 

照明器具清掃（LED10Ｗ） 9灯 6回 

天井及び壁面塵払い清掃 47.9㎡ 6回 

ガラスの清掃 1.8㎡ 6回 

事務室 

床面洗浄 38.8㎡ 6回 

照明器具清掃（蛍光灯） ６灯 6回 

天井塵払い清掃 38.8㎡ 6回 

ガラスの清掃 3.7㎡ 6回 

展示室 

床面洗浄 11.8㎡ 6回 

照明器具清掃（レール取付スッポトライト） 10灯 6回 

天井塵払い清掃 11.8㎡ 6回 

ガラスの清掃 1.4㎡ 6回 

屋内体験スペース 

床面洗浄 113.9㎡ 6回 

照明器具清掃（ペンダントライト） 14灯 6回 

照明器具清掃（ウォールウォッシャーライト） 9灯 6回 

天井（梁等）及び壁面塵払い清掃 158.2㎡ 6回 

ガラス（ドア含む）の清掃 78.9㎡ 6回 
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【屋内体験スペース】 

① 床面は、埃・ごみを掃除機・箒等で除去する。 

② 汚れに応じ専用洗剤を使用し拭き上げる。 

③ 窓ガラスは手の届く範囲をウェス等で拭き上げ、窓の桟等の埃が溜まり易い箇所について

は、ウェス等で拭き上げる。 

④ 腰壁・ドア等は、固く絞ったウェス等で拭き上げる。 

⑤ 衛生器具類は、専用洗剤を使用し、スポンジ等で汚れを除去し、ウェスで拭き上げる。 

⑥ 机・机下の棚、椅子等は、固く絞ったウェスで拭き上げる。 



- 7 -

２．定期清掃 

【トイレ】 

① 床面は、水又は適正に希釈した専用洗剤を使用し、床磨き機で表面の汚れを洗浄する。 

② 小便器は、尿石除去剤を使用し、洗浄する。 

③ 照明器具は、取外した後、適正洗剤を用いウェス等で拭き上げる。 

④ 天井・内壁は、専用機器を使用し、クモの巣等を除去する。 

⑤ ガラス面に水又は中性洗剤を塗布し、汚れを除去する。 

⑥ ガラススクイジーで汚水を除去し、ウェスでサッシ周辺を併せて拭き上げる。 

 

【事務室】 

① 水又は適正に希釈した専用洗剤を使用し、床磨き機で表面の汚れを洗浄する。 

② ウェットバキューム等で汚水を回収後、モップ等で水拭きを行い、乾燥させる。 

③ 照明器具は、適正洗剤を用いウェス等で拭き上げる。 

④ 天井清掃は、静電気除塵具等で埃等を除去し、汚れた箇所は、水又は適正洗剤を用いて拭

く。 

⑤ ガラス面に水又は中性洗剤を塗布し、汚れを除去する。 

⑥ ガラススクイジーで汚水を除去し、ウェスでサッシ周辺を併せて拭き上げる。 

 

【展示室】 

①  水又は適正に希釈した専用洗剤を使用し、床磨き機で表面の汚れを洗浄する。 

② ウェットバキューム等で汚水を回収後、モップ等で水拭きを行い、乾燥させる。 

③ 照明器具は、適正洗剤を用いウェス等で拭き上げる。 

④ 天井清掃は、静電気除塵具等で埃等を除去し、汚れた箇所は、水又は適正洗剤を用いて拭く。 

⑤ ガラス面に水又は中性洗剤を塗布し、汚れを除去する。 

⑥ ガラススクイジーで汚水を除去し、ウェスでサッシ周辺を併せて拭き上げる。 
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④ 天井（梁等）及び壁面清掃は、静電気除塵具等で埃等を除去し、汚れた箇所は、水又は
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令和７年４月１日 から 令和８年３月１７日（年間２回実施）
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い

Ｒ７東松山市化石と自然の体験館冷暖房機器保守点検業務仕様書

令和７年４月１日 から 令和８年３月３１日

別紙７

(4)　パッケージエアコン（8.0Kw） 　　　１基



６ 成果品 

(1) 業務完了報告書 業務完了時

(2) 業務報告書 実施毎

１）業務の状況が分かる書類

２）フロン漏えい点検結果を添付すること

７ その他 

(1) この仕様書に定めのない事項であっても、必要あるときは発注者・受注者において

協議し、決定する。

(2) 環境に配慮し、業務を遂行すること。

(3) エネルギー使用の合理化に関する法律（昭和５４年法律第４９号）、地球温暖化対

策の推進に関する法律（平成１０年法律第１１７号）及び埼玉県地球温暖化対策推

進条例（平成２１年埼玉県条例第９号）に基づく規制の遵守に協力すること

①エネルギー使用量及び温室効果ガス排出量の算定に必要なデータの把握

②エネルギー使用量及び温室効果ガス排出量の削減に必要となる取り組みの推進

への積極的協力



ヒートポンプエアコン
（8.0Kw）室内機

ヒートポンプエアコン
（8.0Kw）室外機

屋内スペース
ヒートポンプ
エアコン室内機
（28.0Kw）

屋内スペース
ヒートポンプ
エアコン室外機
（28.0Kw）

ルームエアコン
（6.3KW）室内機

ルームエアコン
（6.3KW）室外機

ルームエアコン
（2.2KW）室外機

ルームエアコン
（2.2KW）室内機

ルームエアコン
（2.2KW）室外機

ルームエアコン
（2.2KW）室内機



7

7

令和７年４月１日 から 令和８年３月３１日まで

別紙８

※本仕様書における「建築物衛生法」は、「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」を指す。
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◆第三者委託業務、賃貸借契約等
別紙９

区分 期間 委託業務等名称 委託先

1 委託 1年 清掃業務 有限会社彩ビル管理

2 委託 1年 消防設備保守点検業務 有限会社彩ビル管理

3 委託 1年 冷暖房機器保守点検業務 有限会社彩ビル管理

4 委託 1年 空気環境測定業務 有限会社彩ビル管理

6 委託 半年 体験準備業務 東松山市シルバー人材センター

7 委託 随時
産業廃棄物処理
（養生シート処分）

保健事業株式会社/株式会社シタラ興産

8 委託 随時 石塊移動業務 株式会社須長建設

5 委託 複数年 警備委託業務
綜合警備保障株式会社
（警備機器設置済み）

9 賃貸借 複数年
重機賃貸借（ミニショベルレンタル）
（R7.2月リースアップ、R8.3月まではレンタル）

コマツカスタマーサポート株式会社
埼京支店

10 賃貸借 複数年
ハイゼット多目的ダンプ賃貸借
（リース終期はR8.2月、R8.3月はレンタル予定。）

㈱トヨタレンタリース新埼玉

11 賃貸借 1年 自動体外式除細動器（ＡＥＤ）賃貸借 セコム株式会社

12 賃貸借 1年 空気清浄機賃貸借 株式会社ダスキン比企支店

13 賃貸借 1年 電子複写機賃貸借 キャノンシステムアンドサポート株式会社

14 その他 1年 予約システム クービック株式会社

15 その他 1年 賠償責任保険 東京海上日動火災保険株式会社

16 その他 1年 傷害総合保険 損保ジャパンパートナーズ株式会社

参考 参考 購入
編集ソフト
（CC All Apps I-FRL更新通常版　VIPeMP-G　Level1）

株式会社大塚商会
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◆化石と自然の体験館　販売物品一覧 別紙12

品名 単価 品名 単価

 書籍「埼玉県東松山市の地質」 800 ネックストラップ 650

デラックス化石ケース 1,000 ペットボトルホルダー 650

化石ケース（スクエア） 550 トートバックネイビー 800

化石ケース（赤） 550 トートバックグレー 800

化石ケース（青） 550 トートバックカーキー 800

マイクロケース（赤） 550 トートバックイエロー 800

マイクロケース（青） 550 サンキャっチャー青 800

ケース型キーホルダー 500 サンキャっチャー赤 800

ケース型キーホルダー(小判型) 600 体験館TシャツＸＳ 1,000

さめキーホルダー（無垢） 500 体験館TシャツＳ 1,000

さめキーホルダー（色付） 500 体験館TシャツＭ 1,000

キーホルダー青 500 体験館TシャツＬ 1,000

キーホルダー紫 500 缶バッチアオザメ 200

ＵＶレジンセット 1,600 缶バッチオオワニザメ 200

香り玉海 700 缶バッチメガロドン 200

香り玉森 700 缶バッチムカシチサラガイ 200

香り玉花 700 缶バッチメノウ 200

軍手黒・Ｌ 300 缶バッチプラヌス 200

軍手黒・Ｍ 300 缶バッチベネヂィニ 200

軍手黒・Ｓ 300 缶バッチハリセンボン 200

軍手赤・Ｌ 300 缶バッチ体験館 200

軍手赤・Ｍ 300 缶バッチシンボルマーク 200

軍手赤・Ｓ 300 ステッカー地層 200

ぼたん園手拭い 600 ステッカー掘削地層 200

ゴーグル大人用 200 クリアファイル 350

ゴーグル子供用 200 マスキングテープ緑色凝灰岩 400

多機能ボールペンブラック 500 マスキングテープ（黄）化石 400

多機能ボールペンブルー 500 マスキングテープメジャー 400

多機能ボールペンオレンジ 500 マスキングテープシンボルマーク 400

多機能ボールペン金 550 マスキングテープ化石 400

多機能ボールペン銀 550 マスキングテープ（茶）ブロック 400

多機能ボールペン黒 550 化石レプリカ 400

多機能ボールペン緑 550 比企の尼やわらか4枚入袋 500

岩石標本 1,600 比企の尼やわらか8枚入箱 1,000

化石カード 300 農林公園イチゴジャム 540

味噌だれ煎餅 420 梨ゼリー 150

やきとりせんべい 200 梨ケーキ 860

ラムネプレーン 150 化石レプリカアンモナイト 600

ラムネイチゴ 150 化石レプリカ二枚貝 600

ラムネブルーハワイ 150 化石レプリカサメの歯 600

ラムネコーラ 150 化石レプリカ三葉虫 600

みそだれビン 750 化石レプリカメガロドン 600

みそだれチューブ 450



◆1年の流れ 別紙13-1

令和4年度

令和4年 　４月　１日（金） 一般社団法人東松山市観光協会を指定管理者とする２年度目が始まる。

　４月２０日（水） 自然体験教室「草木染体験教室　春の野草」

　４月２３日（土） くらかけ清流の郷とのコラボイベント「化石発掘おためし体験」

　４月２７日（水） ワークショップ「アクアボトル」

　５月２１日（土） ピオニウォーク東松山とのコラボイベント「出張・お試し化石発掘体験」

　５月２５日（水） ワークショップ「UVレジンアクセサリー」

　６月　４日（土） 化石発掘体験者通算60,000人達成

　６月２２日（水） ワークショップ「シダローズ・ブローチ」　

    ７月　５日（火） 滞留人数の上限を定めて見学入館の受入れを再開

　７月１３日（水） ワークショップ「アクアボトル」

　７月２１日（木）
化石発掘体験を夏休みシフトに変更（～８月３１日）
市内４施設による「夏休みスタンプラリー」開始（～８月３１日）
「スマホde観光写真」募集開始（～１月１０日）

　７月２２日（金） 化石カード（全１０種；１袋３枚入り300円）の販売を開始

　７月２７日（水） 自然体験教室「オリジナルエコバッグをつくろう～藍のたたき染め」

　８月　３日（水） 自然体験教室「自然観察会～どんな生き物いるのかな～」

　８月１７日（水） 自然体験教室「ベニバナぞめに挑戦」

　８月２４日（水） 自然体験教室「化石レプリカをつくろう」

　８月２５日（木） 東松山市立桜山小学校職員研修（化石発掘体験）

　９月１５日（木） 自然体験教室「草木染体験教室　ベニバナ染め」(黄色染)

　９月１５日（木） 大型重機による化石発掘体験用岩塊の掘削・移動事業（～９月１６日）

　９月１６日（金） 自然体験教室「草木染体験教室　ベニバナ染め」(紅色染)

　９月２８日（水） ワークショップ「UVレジン・アクセサリーづくり」

１０月１５日（土） 日本古生物学会制定の「化石の日」　　体験者に化石カードを進呈

１０月１９日（水） 自然体験教室「草木染体験教室　秋の木の実」

１０月２１日（金） 東松山市立桜山小学校　特別支援学級　体験学習

１０月２６日（水） ワークショップ「シダローズブローチ」

１１月　８日（火） 自然体験教室「星空観察会～素晴らしい皆既月食～」

１１月１４日（月） 埼玉県民の日　臨時開館　　　化石発掘体験者に化石カード進呈

１１月３０日（水） ワークショップ「クリスマスリース」



◆1年の流れ 別紙13-1

令和4年度

令和4年 １２月　１日（木） さいたま市立中学校特別支援学級　化石発掘体験

１２月　３日（土） 自然体験教室「フィールドハイク　東松山の歴史は海から？Ⅱ」

１２月　８日（木） 私立大妻嵐山中学校　化石発掘体験

１２月　９日（金） 東松山市立唐子小学校（６年）出前授業

１２月１５日（木） 東松山市立新宿小学校（６年）出前授業

１２月１６日（金） 東松山市立新明小学校（６年）出前授業

１２月２１日（水） ワークショップ「アクアボトル」

１２月２４日（土） 化石発掘体験を冬休みシフトに変更（～令和５年１月９日）

１２月２８日（水） ワークショップ「化石レプリカ色塗り」（二枚貝）

令和5年 　１月　４日（水） ワークショップ「化石レプリカ色塗り」（アンモナイト）

　１月２６日（木） 大人のための自然体験教室　Dr.荒井の地学講座

　１月２７日（金） 吉見町立西小学校　化石発掘体験

　２月１５日（水） 自然体験教室「草木染体験教室　早春の樹木」

　２月１９日（日） 東松山市公式移住定住サイト　　取材・撮影

　２月２２日（水） ワークショップ「アクアボトル」

　２月２８日（火） 展示室エアコン更新工事

　３月　１日（水） 小川町立西中学校特別支援学級　化石発掘体験

　３月１０日（金） 大型重機による化石発掘体験用岩塊の掘削・移動事業（～３月１１日）

　３月１４日（火） 施設利用者のマスク着用は任意とした。

　３月１５日（水） ワークショップ「UVレジン・アクセサリーづくり」

　３月１８日（土） 化石発掘体験者通算70,000人達成

　３月２０日（月） 進入路点字ブロック設置工事

　３月２９日（水） ワークショップ「化石レプリカ色塗り」（サメの歯）



◆1年の流れ 別紙13-2

令和5年度

令和5年 　４月　１日（土） 一般社団法人東松山市観光協会を指定管理者とする３年度目が始まる。

　４月　４日（火） ワークショップ「アクアボトル」

　４月　５日（水） ワークショップ「UVレジンアクセサリー」

　４月　６日（木） ワークショップ「化石レプリカ色塗り」　森田市長視察

　４月１４日（金） 館内ネットワーク用WiFi更新工事

　４月１９日（水） 自然体験学習「草木染教室～春の野草～」

　５月　４日（木） BSよしもと「cheeky's a GoGo！」放映　お笑いコンビぼよんぼよん

　５月　８日（月） 新型コロナウイルス感染症が「５類相当」に移行

　５月　９日（火） 上記を受けて受付及び体験机のパーテーションを撤去

　５月１１日（木）
受付にて会計システム「Airペイ」の運用を開始
クレジットカード、コード、交通系ICカードでの決済が可能に

　５月２９日（月） 館建物外部木壁の塗装修繕（～３１日）

　６月１４日（水） ワークショップ「UVレジンアクセサリー」

　６月２１日（水） ワークショップ「アクアボトル」

　６月２８日（水） ワークショップ「シダローズブローチ」

　７月１４日（金） 自然体験学習「埼玉の染色～藍～」

　７月２１日（金） 化石発掘体験夏休みシフト（～８月３１日）

　７月２６日（水） 自然体験学習「オリジナルエコバックをつくろう～藍のたたき染」

　８月　２日（水）
応援！自由研究「自然観察会～どんな生き物いるのかな」
【熱中症アラート発令のため中止】

　８月１６日（水） 応援！自由研究「化石レプリカをつくろう」

　８月１９日（土） テレビ東京「出没！アド街ック天国」放映

　８月２３日（水） 応援！自由研究「岩石標本をつくろう」

　９月　４日（月） 東松山消防署高坂分署に消防計画（更新）等を提出

　９月１４日（木） 体験用岩塊掘削移動作業（～１５日）

　９月１４日（木） 自然体験学習「埼玉の染色～ベニバナ・黄色～」

　９月１５日（金） 自然体験学習「埼玉の染色～ベニバナ・赤色～」

１０月　７日（土） ボッシュ（株）東松山工場Open Dayにて出張展示

１０月１４日（土） テレビ埼玉　県政広報番組「いまドキッ！埼玉」放映

１０月１５日（日） 日本古生物学会制定「化石の日」

１０月１８日（水） 自然体験学習「草木染教室～秋の木の実～」

１０月２９日（日） 埼玉県立小川げんきプラザにて出張化石発掘体験



◆1年の流れ 別紙13-2

令和5年度

令和5年 １１月１４日（火） 埼玉県民の日　自然体験学習「化石のレプリカをつくろう」

１１月１７日（金） 化石発掘体験出前授業　東松山市立青鳥小学校６年

１１月２５日（土） 当館化石発掘体験通算80,000人達成

１２月　２日（土） 自然体験学習「フィールドハイク～嵐山渓谷をあるく～」

１２月１３日（水） 化石発掘体験出前授業　東松山市立新宿小学校６年

１２月１４日（木） 自然体験学習「星空観察会～ふたご座流星群～」

１２月２３日（土） 化石発掘体験冬休みシフト（～令和６年１月８日）

１２月２６日（火） ワークショップ「化石レプリカ色塗り」

１２月２７日（水） ワークショップ「オリジナル竹とんぼ」

１２月２８日（木） ワークショップ「アクアボトル」

令和6年 　１月　４日（木） 新年初開館

　１月　５日（金） ワークショップ「UVレジンアクセサリー」

　１月１７日（水） ワークショップ「UVレジンアクセサリー」

　１月２４日（水） ワークショップ「アクアボトル」

　１月３１日（水） ワークショップ「シダローズブローチ」

　２月２１日（水） 自然体験学習「草木染教室～秋の木の実～」

　２月２２日（木） 東松山市文化財保護委員・文化財専門調査員視察

　３月　８日（金） 東松山市令和５年度施設めぐり　来館

　３月２０日
　　　　（水・祝）

自然体験学習「大人の地学講座Ⅱ～緑泥石片岩にみる地質学と考古学の接点～」
講師：荒井豊、書上元博

　３月２１日（木） ワークショップ「アロマワックス・サシェ」

　３月２２日（金） ワークショップ「アクアボトル」

　３月２６日（火） ワークショップ「化石レプリカ色塗り」

　３月２７日（水） 化石発掘体験春休みシフト（～４月７日）



◆1年の流れ 別紙13-3

令和6年度

令和6年 　４月　１日（月） 一般社団法人東松山市観光協会を指定管理者とする４年度目が始まる。

　４月　７日（日） 3月27日(水)～化石発掘体験春休みシフト（定員２４名、平日３回）

　４月１１日（木） ～12日(金)体験用岩塊補充のための岩塊掘削・移動作業

　４月１２日（金） 自然体験学習「草木染教室～春の野草～」

　５月　５日（日） 月例ワークショップ「化石レプリカ色塗り」　

　５月　９日（木） NHK首都圏「笑ったび」ディレクター下見・体験

　５月１０日（金） (一社)埼玉県観光物産協会「ちょこたび埼玉観光情報局」取材

　６月　２日（日） 月例ワークショップ「化石レプリカ色塗り」　

　６月　６日（木） NHK首都圏「笑ったび」ロケハン　事前撮影

　６月　７日（金） NHK首都圏「笑ったび」収録（お笑い芸人三拍子）

　６月　８日（土） NHK首都圏「笑ったび」公開収録：南地区体育館

　６月３０日（日） NHK首都圏「笑ったび」放送　NHK総合テレビ　　　　　　　　

　７月　７日（日） 月例ワークショップ「化石レプリカ色塗り」　

　７月１２日（金） 自然体験学習「埼玉の染色　藍の生葉染め」

　７月１２日（金） mono・マガジン取材（８月２日発売）

　７月２０日（土） 化石発掘体験夏休みシフト（～８月３１日）

　７月２３日（火）
応援！自由研究2024「自然観察会～どんな生き物いるのかな～」
於：松風公園（高坂丘陵活動センター）

　７月３０日（火） 応援自由研究2024　「岩石標本を作ろう」

　８月　１日（木） 産経新聞「埼玉「館」巡り」取材（8月３日掲載）

　８月　６日（火） 応援！自由研究2024　オリジナルエコバックをつくろう」

　８月１６日（金） 応援！自由研究2024　化石のレプリカをつくろう」

　８月１８日（日） 化石発掘体験者通算90,000人達成

　８月３１日（土） 出没！アド街ック天国「東京近郊ドライブ!人気ドライブインのある街」

　９月１２日（木） ～13日(金)体験用岩塊補充のための岩塊掘削・移動作業

　９月１３日（金） 自然体験学習「埼玉の染色　ベニバナ染め」

１０月　６日（日） 月例ワークショップ「化石レプリカ色塗り」　

１０月１５日（火） 日本古生物学会制定「化石の日」

１０月１８日（金） 自然体験学習「草木染教室　秋の木の実」

１０月２７日（日） 「出張・お試し化石発掘体験」埼玉県立小川げんきプラザ



◆1年の流れ 別紙13-3

令和6年度

令和6年 １１月　３日（日） 月例ワークショップ「化石レプリカ色塗り」　

１１月１４日（木） 埼玉県民の日スペシャル「化石のレプリカをつくろう」

１１月１６日（土） JAFデー 星空観望・化石発掘体験ツアー（東松山市観光協会共催）

１２月　１日（日） 月例ワークショップ「化石レプリカ色塗り」　

１２月　８日（日） 自然体験学習「星空観察会～土星食をみよう～」

１２月１０日（火） 化石発掘体験出前授業　東松山市立唐子小学校６年

１２月１２日（木） 化石発掘体験出前授業　東松山市立新宿小学校６年

１２月１３日（金） 化石発掘体験出前授業　東松山市立桜山小学校６年

１２月１４日（土） 自然体験学習「フィールドハイク～吉見丘陵の地質と歴史を巡る～」

１２月２５日（水） ～1月7日(火)化石発掘体験冬休みシフト（定員２４名、平日３回）

１２月２５日（水） 冬休みワークショップまつり「シダローズ・ブローチづくり」

１２月２６日（木） 冬休みワークショップまつり「アクアボトルづくり」

１２月２７日（金） 冬休みワークショップまつり「UVレジン・アクセサリーづくり」

令和７年 　１月　４日（土） 新年初開館

　２月２１日（金） 自然体験学習「草木染教室　早春の樹木」

　２月２８日（金） ミニショベルの交換（PC10MRリース⇒PC18MRレンタル）

　３月１０日（月） 流し２か所塗装塗り替え工事、体験室ドア１か所修繕工事」

　３月２７日（木） ～4月6日(日)化石発掘体験春休みシフト（定員２４名、平日３回）

　３月２７日（木） 春休みワークショップまつり「アクアボトルづくり」

　３月２８日（木） 春休みワークショップまつり「UVレジン・アクセサリーづくり」



◆化石と自然の体験館　備品一覧（市所有物のみ） 別紙１４

備品ID 品名 品質 規格

86213 電子レジスター

87055 物置 稲葉物置　W3050　イナバNXN-29S 幅3050×奥950×高2075

75188 ロッカー ウチダ 1-302-3442 カラー：ネオグレイ

75189 実体顕微鏡 ミザールテック MW-10F

75190 UHFワイヤレスアンプシステム　 オーディオテクニカ ATW-SP707

75354 横看板 別紙仕様書のとおり

74469 木工机 帝国器材株式会社　ＧＫ３２０３

74470 木工机 帝国器材株式会社　ＧＫ３２０３

74471 木工机 帝国器材株式会社　ＧＫ３２０３

74472 木工机 帝国器材株式会社　ＧＫ３２０３

74473 木工机 帝国器材株式会社　ＧＫ３２０３

74474 木工机 帝国器材株式会社　ＧＫ３２０３

74475 木工机 帝国器材株式会社　ＧＫ３２０３

74477 デジタル実体顕微鏡 ウチダ　DMSM-202HD

74481 ボール盤 ウチダ　8-291-0001（DP-300型ドリル刃付き）

74482 スクリーン プラス　FS-80V　423-379

74483 プロジェクター
EPSON　ビジネスプロジェクタ　EH-TW410（HDMIケーブル（３
ｍ）付属（サンワサプライ　KM-HD20-30H））

74487 スクリーン(100型） 内田洋行　7-157-2059

74489 金庫 日本ｱｲ･ｴｽ･ｹｲ　KNX-50SDA

74492 ロッカー ウチダ　1-302-3442　4連2号

74500 事務机（片袖） イトーキ　CZR-106CBC-9W9

74501 ワイヤレスアンプ（ワイヤレスマイク付） オーディオテクニカ　ATW-SP707

74830 パーソナルコンピュータ 東芝 Dynabook Satellite B35/R PB35RNAD483JD51

74999 プロジェクター エプソン　EB-4950WU

75000 パーソナルコンピュータ 東芝 Dynabook Satellite B35/R PB35RNAD483JD51

75151 冷凍冷蔵庫 パナソニック 168L パーソナル冷蔵庫 NR-B178W

76083 物置 ヨド物置 一般ESE-1507E DW(ダークウッド)

76084 物置 ヨド物置 一般ESE-1507E DW(ダークウッド)

76143 岩石切断研磨機 鈴峯 マルチ宝石研磨機 SAY-123C

76424 片袖机 プラス UJ-127A-3 ミディアムウッド

76425 片袖机 プラス UJ-127A-3 ミディアムウッド

76426 片袖机 プラス UJ-127A-3 ミディアムウッド

76427 片袖机 プラス UJ-127A-3 ミディアムウッド

76428 片袖机 プラス UJ-127A-3 ミディアムウッド

76429 シューズボックス 生興 SBK-18 18人用(3列6段)

76598 物置 ヨド物置　エスモ　ESE-1507A

87056 大型テント オオハシテント　スーパーEテント 幅7050×奥3550×高3070

87057 大型テント オオハシテント　スーパーEテント 幅7050×奥3550×高3070

87058 入口ドア LIXIL クリエラガラスドアSG 半外付型片開き ランマ付L1枚 ガラス仕様

87059 テレビモニター ソニー　75インチ KJ75×8000H

87060 目隠用フェンス YKK AP シンプレオフェンスSY1型 幅3.3m×高さ2m

87061 物置 稲葉物置　W3050　イナバNXN-29S 幅3050×奥950×高2075

87062 オーニング LIXIL 採風S型 幅1840×出幅1245

87063 案内看板 幅600×高1300

87064 ストックヤード コンクリート土間21㎡ 幅4.7m×奥6m

全４５品


